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アンサンブル亘理えむ　ハーモニカ演奏（舘南集会所）

復興事務の早期推進　4課を新設
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町政のここが聞きたい〈14人が一般質問〉

平成24年度事業スタート３
月
定
例
会



問　

町
に
お
い
て
復
興
特
区

申
請
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

震
災
復
興
推
進
課
長

問　

震
災
発
生
時
か
ら
の
初

動
期
一
ヶ
月
の
記
録
を
残
し

て
次
期
防
災
計
画
に
生
か
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

鞠
子
幸
則
議
員

一
般
会
計
の
重
点
事
業
は

問　

平
成
24
年
度
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
、震
災
関
連
事

業
分
、通
常
事
業
分
の
そ
れ

ぞ
れ
の
重
点
事
業
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長

島
田
金
一
議
員

大
震
災
復
興
特
区
を

積
極
的
に
活
用
し
て
は

で
い
る
。
こ
れ
ら
を
包
括
し

た
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
に
し

て
、
多
く
の
方
々
が
参
加
で

き
る
事
業
を
検
討
し
て
は
。

保
健
福
祉
課
長

小
野
一
雄
議
員

繰
越
し
事
業
で

町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は

問　

平
成
24
年
度
に
繰
越
し

た
事
業
の
理
由
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長

問　

町
民
ヘ
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

予
算
審
査
を
特
別
委
員
会

に
付
託
す
る
前
に
４
人
が
総

括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

鈴
木
高
行
議
員

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

あ
り
方
は

問　

行
政
区
や
学
校
、
公
園

等
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
長

年
実
施
し
て
き
た
が
、
近
年

色
あ
せ
て
き
た
。
目
的
で
あ

る
地
域
の
融
和
、
世
代
間
交

流
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に

事
業
を
展
開
す
る
の
か
。

町
民
生
活
課
長

老
人
ク
ラ
ブ
の

生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
の
趣
味
も
多
種

多
様
に
な
り
、
各
人
が
サ
ー

ク
ル
活
動
を
通
し
て
楽
し
ん

会　　計　　名 予　算　額 対前年比

一　般　会　計 607億1,500万円 519.4%

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 40億1,832万円 2.0%

奨学資金貸付特別会計 1,004万円 ▲19.0%

公共下水道事業特別会計 16億1,149万円 ▲1.1%

土 地 取 得 特 別 会 計 510万円 ▲0.6%

介 護 保 険 特 別 会 計 22億2,802万円 1.4%

わたり温泉鳥の海特別会計 3億7,591万円 ▲9.0%

後期高齢者医療特別会計 2億9,704万円 6.3%

工業用地等造成事業特別会計 1億1,320万円 ▲88.1%

水道事業会計
収益的支出 8億 556万円 ▲0.9%

資本的支出 3億6,746万円 ▲1.2%

震災関連予算 516億3,274万円

災害復旧費 257億 918万円（49.8％）

農林水産業費 172億1,908万円（33.3％）

土 木 費 80億2,563万円（15.5％）

民 生 費 3億6,748万円（ 0.7％）

総 務 費 1億1,900万円（ 0.2％）

商 工 費 9,644万円（ 0.2％）

教 育 費 7,806万円（ 0.2％）

衛 生 費 1,415万円（ 0.0％）

消 防 費 368万円（ 0.0％）

一
般
会
計

３
月
定
例
会
は
３
月
２
日
か
ら
３
月
19
日
ま

で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
24
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
32
件
で
、
い
ず
れ
も
慎
重

審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。一

般
質
問
で
は
14
人
の
議
員
が
町
の
考
え
を

質た
だ

し
ま
し
た
。

当
初
予
算
概
要
説
明

総
括
質
疑

収 入 支 出町税（4%）
24億6,173万円

607億1,500万円

分担金及び使用料（0%）
2億582万円

人件費（町長、議員、職員等の給与など）（4%）
21億7,784万円

扶助費(生活保護費や児童手当など）（2%）
13億3,686万円

補助費等（各団体への負担金など）
（3%）　19億1,858万円

普通建設事業費（41%）
250億8,548万円

公債費（借金の返済金）（2%）
9億2,967万円

物件費（委託料や消耗品など）（3%）
18億2,033万円

繰出金（特別会計などへ繰出）（2%）
13億8,520万円

その他（積立金、災害復旧費など）（43%）
260億6,100万円

繰入金（1%）
4億7,090万円

地方交付税（20%）
120億7,961万円

町債（借金）（1%）
5億9,640万円

国庫支出金（70%）
424億3,540万円地方譲与税（0%）

1億5,900万円

県支出金（3%）
15億5,820万円

交付金等（1%）
3億6,423万円

その他（0%）
7,039万円

607億1,500万円

諸収入（1%）
3億1,327万円

平成24年度  一般会計予算額

復興事業含めて
予算総額607億円

24年度予算 24年度予算
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所
の
建
設
補
助
金
が
30
万
円

で
あ
る
。
ど
こ
に
設
置
す
る

予
定
か
。

町
民
生
活
課

平
成
24
年
度
予
算

各
事
業
を
徹
底
審
査
‼

【
町
税
】

鞠
子
幸
則
議
員　

町
民
税
が

前
年
度
と
比
較
し
て
減
っ
て

い
る
理
由
は
。

税
務
課

【
保
育
料
】

鞠
子
幸
則
議
員　

保
育
料
を

滞
納
し
て
い
る
方
は
、
新
制

度
の
児
童
手
当
か
ら
、
特
別

徴
収
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
課

【
被
災
者
支
援
】

鈴
木
高
行
議
員　

被
災
地
域

健
康
支
援
交
付
金
の
使
用
目

的
は
。

保
健
福
祉
課

【
イ
チ
ゴ
団
地
】

佐
藤
正
司
議
員　

イ
チ
ゴ
団

地
造
成
事
業
交
付
金
１
１
５

髙
野
孝
一
議
員　

行
政
区
の

分
区
、
合
併
に
つ
い
て
行
政

指
導
を
し
な
い
の
か
。

企
画
財
政
課

小
野
一
雄
議
員　

ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
委
託
料
と
適
正

な
予
算
の
使
途
に
つ
い
て
。

企
画
財
政
課

鞠
子
幸
則
議
員　

亘
理
町
の

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課

髙
野
孝
一
議
員　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

防
犯
灯
の
工
事
の
状
況
は
。

総
務
課

億
円
と
農
業
機
械
、
施
設
整

備
約
7
億
円
の
内
容
は
。

産
業
観
光
課

鞠
子
幸
則
議
員　

公
害
対

策
、
特
に
有
害
物
質
の
流

出
、
放
置
物
の
処
理
に
つ
い

て
は
。

町
民
生
活
課

小
野
一
雄
議
員　

ゴ
ミ
集
積

鞠
子
幸
則
議
員　

長
瀞
小
学

校
２
年
生
の
一
ク
ラ
ス
の
人

数
は
。

学
務
課

鈴
木
高
行
議
員　

仮
設
住
宅

に
住
ん
で
い
て
、
来
年
就
学

す
る
児
童
の
住
所
が
荒
浜
・

吉
田
東
部
に
あ
る
場
合
、
亘

理
・
吉
田
小
学
校
を
選
択
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
指
導
し
た

か
。
ま
た
保
護
者
と
の
面
談

は
行
っ
た
か
。

学
務
課

小
野
一
雄
議
員　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
業
務
委
託
業
者

は
。

学
務
課

議会費　1億3,240万円の内訳をお知らせします
内　　　　　訳 今  年  度

議員報酬（18人） 5,624万円

議会事務局職員給与（３人） 1,154万円

議員・職員期末手当等 2,318万円

議員・職員共済負担金等 3,645万円

議会費用弁償、視察調査等 157万円

交際費（議会からの慶弔費など） 48万円

議会だより印刷費、事務費 169万円

会議録委託料 102万円

負担金補助及び交付金 14万円

その他（報償費、役務費、使用料など） 9万円

生活環境の
まちづくり

教育・文化の
まちづくり

３月定例会は予算審査特別委員会を設置し、平成24年度各種
会計予算を審査しました。
関係課長や担当者に出席を求め、質疑等を行い、慎重に審査し

た結果、各種会計すべて「原案のとおり可決する」ことに決定し
ました。
ここでは主な事業の質疑を紹介します。

………………… 主な使い道 …………………

●災害廃棄物処理事業 253億6,000万円
●亘理名取共立衛生処理組合ゴミ処理・し尿処理事業分担金 3億7,270万円
●リサイクル奨励金交付事業 384万円
●公害対策事業 252万円

……………… 主な使い道 ………………

●小学校施設整備事業経費 1,447万円
●中学校施設整備事業経費 1,410万円
●スクールバス運行事業費 1,814万円
●（仮称）復興マラソン大会開催事業 648万円

収
入
は
確
保
で
き
る
の
か
!!

亘理名取共立衛生し尿処理センターの復旧

予 算 審 査 予 算 審 査
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い
て
、
水
質
の
検
査
す
る
委

託
料
と
思
う
が
、
測
定
は

い
つ
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
放
射
性
物
質
に
対
し
て

の
検
査
な
の
で
、
経
費
は
東

京
電
力
に
請
求
す
べ
き
と
思

う
が
。

上
下
水
道
課

で
は
な
い
か
。
も
う
一
度
精

査
す
る
べ
き
で
は
。

産
業
観
光
課

高
野
進
議
員　

田
沢
浄
水
場

の
放
射
能
測
定
委
託
料
に
つ

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

鈴
木
高
行
議
員　

地
域
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
の
園
芸
療

法
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
委
託
料
に
人
件
費
と
し
て

１
人
当
た
り
35
万
円
を
支
払

う
積
算
を
し
て
い
る
が
法
外

鞠
子
幸
則
議
員　

わ
た
り
イ

チ
ゴ
団
地
事
業
費
、
総
額
１

５
４
億
円
と
な
っ
て
い
る
が

復
興
交
付
金
、
第
1
次
配
分

の
事
業
費
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
交
付
金
が
出
な
け

れ
ば
、
事
業
が
で
き
な
い
の

で
は
と
農
家
の
方
々
は
心
配

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
説

明
す
る
の
か
。

産
業
観
光
課

鞠
子
幸
則
議
員　

農
業
用
機

械
施
設
整
備
事
業
の
内
容

は
。

産
業
観
光
課

髙
野
孝
一
議
員　

わ
た
り
温

泉
鳥
の
海
は
平
成
26
年
度
に

再
開
予
定
だ
が
、
借
入
金
の

返
済
計
画
は
立
て
て
い
る
の

か
。

鈴
木
高
行
議
員　

被
災
者
の

健
康
支
援
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

保
健
福
祉
課

鞠
子
幸
則
議
員　

仮
設
住
宅

の
1
人
暮
ら
し
の
方
に
、
室

内
で
押
す
と
外
部
に
光
や
音

で
異
常
を
知
ら
せ
る
装
置
を

設
置
し
て
は
。

保
健
福
祉
課

島
田
金
一
議
員　

行
政
区
の

集
会
所
は
合
併
浄
化
槽
設
置

補
助
対
象
に
な
る
の
か
。

上
下
水
道
課

鞠
子
幸
則
議
員　

子
ど
も
手

当
は
今
年
度
か
ら
ど
う
変
わ

る
の
か
。
ま
た
需
給
申
請
し

て
い
な
い
方
へ
の
周
知
は
。

保
健
福
祉
課

鈴
木
高
行
議
員　

地
域
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
園
芸
療
法

事
業
の
３
７
０
０
万
円
の
内

容
と
効
果
に
つ
い
て
。

産
業
観
光
課

学
務
課

鞠
子
幸
則
議
員　

学
校
給
食

の
食
材
の
放
射
能
検
査
機
器

購
入
の
考
え
は
。

給
食
セ
ン
タ
ー

安
藤
美
重
子
議
員　

復
興
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
事
業
内
容
は
。

生
涯
学
習
課

熊
田
芳
子
議
員　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
箇
所
が
各
学
校
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
場
所

を
決
め
、
分
か
り
や
す
い
表

示
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

通販の「ニッセン」から寄贈されたスクールバス

今年はどうなる　子ども手当

わたり温泉鳥の海　津波で破壊された一階フロント

浜吉田イチゴ団地整備予定地

保健福祉の
まちづくり

産業観光の
まちづくり

……………… 主な使い道 ………………

●地域支え合い体制づくり事業（園芸療法） 3,720万円
●子どものための手当等支給経費 5億7,984万円
●仮設住宅等入居者健康支援事業費 734万円

……………… 主な使い道 ………………

●亘理町いちご団地造成事業費 154億円
●農業用機械施設整備事業費 9億1,900万円
●公共下水道事業特別会計繰出金 5億8,100万円
●わたり温泉鳥の海特別会計繰出金 8,970万円

予 算 審 査予 算 審 査
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会　計　名 補正前の額 補　正　額 補正後の額 採決の結果

一 般 419億9,847万円 △30億4,722万円 389億5,125万円 全員賛成で可決

国 民 健 康 保 険 42億7,431万円 △4,369万円 42億3,061万円 全員賛成で可決

公 共 下 水 道 23億4,255万円 △7,762万円 22億6,493万円 全員賛成で可決

介 護 保 険 23億1,169万円 2,825万円 23億3,994万円 全員賛成で可決

後 期 高 齢 者 医 療 2億8,418万円 28万円 2億8,446万円 全員賛成で可決

わたり温泉鳥の海 4億222万円 △83万円 4億139万円 全員賛成で可決

水道
資本的収入 9,734万円 2,489万円 1億2,223万円 全員賛成で可決

資本的支出 3億6,933万円 20万円 3億6,953万円 全員賛成で可決

補正予算

佐
藤
ア
ヤ
議
員　

荒
浜
に
整

備
す
る
災
害
公
営
住
宅
の
駐

車
場
の
広
さ
は
ど
れ
ぐ
ら
い

で
、
一
軒
に
つ
き
何
台
の
駐

車
が
可
能
に
な
る
の
か
。
ま

た
集
会
所
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
か
。

震
災
復
興
推
進
課

鞠
子
幸
則
議
員　

農
業
基
盤

復
旧
復
興
整
備
計
画
策
定
事

業
は
、
ど
こ
の
地
域
で
、
事

業
期
間
は
何
年
間
か
。
ま

た
、
農
家
の
負
担
は
ど
う
な

る
の
か
。

産
業
観
光
課

会
所
を
設
置
す
る
考
え
は
。

企
画
財
政
課

提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

島
田
金
一
議
員　

今
後
、
集

提
案
理
由

（
賛
成
15
人
、
反
対
２
人
）

鞠
子
幸
則
議
員　

保
険
料
の

月
額
基
準
額
で
１
期
か
ら

提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

佐
藤
正
司
議
員　

全
国
の
自

治
体
か
ら
マ
ン
パ
ワ
ー
を
借

り
る
と
し
て
い
る
が
。

総
務
課

佐
藤
ア
ヤ
議
員　

課
が
増
え

る
こ
と
で
、住
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

総
務
課

提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

島
田
金
一
議
員　

復
興
ま
ち

づ
く
り
課
と
用
地
対
策
課
は

同
一
の
課
で
復
興
計
画
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課

復
興
ま
ち
づ
く
り
課
な
ど　

４
課
を
新
設

介
護
保
険
料
20
％
ア
ッ
プ
を
承
認

東
・
南
集
会
所
を
解
体

復興交付金基金条例を設置

３月定例会は、町長から提案された（条例改正案８件、補正予算案８件、平成24
年度各種会計予算案10件、その他の議案６件）を原案どおり可決しました。
ここでは主な内容を紹介します。

23年度一般会計補正予算主な事業

・災害公営住宅整備事業費

 1億6,102万円

・農業基盤復旧復興整備計画策定事業費

 9,028万円

・公共土木施設災害復旧事業費

 18億906万円

・小学校災害復旧事業費

 4,501万円

・中学校災害復旧事業費

 3,861万円

3 月定例会

熊
田
芳
子
議
員

鞠
子
幸
則
議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

４
期
ま
で
の
金
額
は
い
く

ら
か
。

保
健
福
祉
課

被災した文教施設の早期復旧を

提案理由を説明する齋藤町長

審議中の議会

議 案 審 議 議 案 審 議
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提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

高
野
進
議
員　

わ
た
り
温
泉

鳥
の
海
の
平
成
24
年
度
、
25

年
度
の
歳
入
は
ど
う
な
る

の
か
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

提
案
理
由

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

佐
藤
ア
ヤ
議
員　

体
育
館
の

設
計
委
託
料
５
９
３
万
円
を

減
額
し
た
理
由
と
、
町
で
で

き
る
実
施
設
計
と
業
者
に
委

託
す
る
場
合
の
違
い
は
。

生
涯
学
習
課

教
育
委
員
会
委
員

　
佐さ

と
う藤

　
徳な

る
み美 

氏

提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

鈴
木
高
行
議
員　

農
業
復
興

総
合
事
業
関
連
の
園
芸
療
法

拠
点
事
業
で
７
８
０
０
万
円

補
正
し
て
い
る
が
、
こ
の
事

業
が
3
月
ま
で
に
は
終
わ
ら

な
い
場
合
、
繰
越
明
許
に
な

る
の
か
。

産
業
観
光
課

髙
野
孝
一
議
員　

ト
ラ
ク

タ
ー
8
台
、
田
植
え
機
13
台

を
計
上
し
て
い
る
が
、
稲
刈

り
機
や
乾
燥
機
等
の
購
入
は

い
つ
か
。

産
業
観
光
課

平成24年１月　第４回臨時会　議案等の審議結果

平成24年２月　第５回臨時会　議案等の審議結果

平成24年２月　第６回臨時会　議案等の審議結果

平成24年３月　第７回定例会　議案等の審議結果

○：賛成　　×：反対　　議：議長　　欠：欠席　　退：退席　　除：除斥　　無記名投票：無記名投票
※議長は採決に加わりません。

× ×

×

請願・陳情

第4回

第6回 第
5
回わ

た
り
温
泉
鳥
の
海

工
事
請
負
契
約

東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
交
付
金
等

14
億
１
５
４
７
万
円
を
補
正

わたり温泉鳥の海特別会計
土地建物貸付収入を

復旧費用の財源に

臨  時  会

臨 時 会賛 否 状 況
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

保
育
所
等
に
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
て
は
。

町
長

問　

仮
設
住
宅
の
鉄
板
屋
根

に
遮
熱
塗
料
若
し
く
は
、
断

熱
塗
料
に
よ
る
暑
さ
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

問　

復
興
計
画
に
対
し
防
災

無
線
の
設
置
場
所
は
。

町
長

町
長

問　

放
射
能
に
対
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

測
定
は
行
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
簡
易
型
放
射
線
測
定
器

を
町
で
購
入
し
希
望
者
へ
貸

し
出
す
考
え
は
な
い
か
。

町
長

町
長

問　

阿
武
隈
川
の
泥
及
び
ス

ギ
花
粉
に
内
包
さ
れ
た
放
射

性
物
質
に
つ
い
て
。

町
長

問　

通
学
路
の
放
射
線
量
の

問　

町
内
の
防
災
無
線
に
つ

い
て
、
震
災
後
聞
こ
え
な
い

と
言
う
地
域
の
方
の
声
が
あ

る
。
再
点
検
は
行
っ
て
い

る
か
。

鈴
　
木
　
邦
　
昭  

議
員

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

鈴木邦昭議員 ･･････････････････････13P
・亘理町の放射能汚染は（他２題）

高野　進議員 ･･････････････････････14P
・復興交付金の年度をまたいでの使用は可能か（他１題）

鞠子幸則議員 ･･････････････････････15P
・イチゴ栽培　水道水利用の支援を（他１題）

佐藤アヤ議員 ･･････････････････････16P
・女性の声を防災会議に反映（他２題）

四宮規彦議員 ･･････････････････････17P
・亘理町の空間放射線量は安全か（他１題）

佐藤正司議員 ･･････････････････････18P
・「新生亘理」計画の取り組みは（他２題）

熊田芳子議員 ･･････････････････････19P
・東日本大震災　教訓をどういかすのか（他１題）

小野一雄議員 ･･････････････････････20P
・液状化被害の救済策は（他１題）

渡邉健一議員 ･･････････････････････21P
・農地・水・環境保全向上対策の効果は（他１題）

鈴木高行議員 ･･････････････････････22P
・障害者福祉　目線が障害者に向いていない（他２題）

島田金一議員 ･･････････････････････23P
・復興実施へ早急に踏み出せ（他１題）

安藤美重子議員 ････････････････････24P
・今後のまちづくり協議会の位置付けは（他２題）

髙野孝一議員 ･･････････････････････25P
・復興事業　子どもの目線も必要では（他２題）

鈴木洋子議員 ･･････････････････････26P
・風評被害　どのように対応するのか（他１題）

一
般
質
問

更
に
き
め
細
や
か
な
測
定
を
予
定

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
整
備
す
る

亘
理
町
の
放
射
能
汚
染
は

防
災
無
線
の
再
点
検
は

県に要望する

仮設住宅の暑さ対策は

通学路の放射線量は安全か

防災無線の再点検を

13 12



一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

生
活
援
助
の
訪
問
介
護

の
基
本
的
な
提
供
時
間
が
、

30
分
以
上
60
分
未
満
か
ら

45
分
未
満
に
短
縮
さ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
ど
う
防
ぐ

の
か
。

町
長

問　

イ
チ
ゴ
栽
培
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
水
道

水
利
用
に
よ
る
水
確
保
に
ど

う
支
援
す
る
の
か
。

町
長

問　

営
業
再
開
後
の
経
営
全

般
計
画
を
作
成
・
提
示
し
て

は
ど
う
か
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
計
画
等
の
将
来
展
望
の
あ

る
全
体
計
画
を
い
つ
ま
で
に

出
さ
れ
る
か
。

町
長

済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
借
入
金
の
返
済
計
画
を

変
更
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

問　

営
業
再
開
は
い
つ
ご
ろ

を
め
ど
に
し
て
い
る
か
。

町
長

問　

再
開
の
た
め
の
修
復
費

等
の
概
算
と
資
金
調
達
の
方

法
は
。

町
長

問　

現
在
、
借
入
金
残
高
は

約
10
億
５
千
万
円
（
町
民

1
人
当
た
り
3
万
円
超
）、

毎
年
元
金
を
７
千
万
円
返

問　

基
金
を
震
災
復
興
に
使

い
、通
常
事
業
に
は
使
わ
な

い
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

町
長

問　

基
幹
事
業
と
効
果
促
進

事
業
の
申
告
事
業
数
と
金
額

は
い
く
ら
か
。（
第
1
回
目
）

町
長

問　

復
興
交
付
金
の
事
業
間

流
用
と
年
度
間
調
整
（
年
度

を
ま
た
ぐ
）
は
可
能
か
。

町
長

問　

町
の
災
害
復
興
基
金
の

総
額
は
い
く
ら
か
。

町
長

問　

使
途
は
何
か
。

町
長

高
　
野
　
　
　
進  

議
員

鞠
　
子
　
幸
　
則  

議
員

可能である

年度をまたいでの使用は可能か

26
年
度
を
目
標

営
業
再
開
の
め
ど
は

わたり温泉
鳥の海

わたり温泉鳥の海の今後の営業は

利用者の要望を聞いて対応する

訪問時間の短縮　どう対応介
護
保
険

イチゴ栽培

料
金
、引
き
続
き
一
般
用
で

水
道
水
利
用
の
支
援
を

イチゴ農家への水道水利用支援を

復
興
交
付
金

1415



一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

被
災
し
た
児
童
の
転
居

転
出
の
状
況
は
。

教
育
長

問　

学
校
周
辺
の
環
境
整
備

は
ど
う
進
め
る
の
か
。

教
育
長

町
長

に
対
す
る
考
え
方
は
何
か
伺

う
。

総
務
課
長

問　

０
．
１
９
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
と
言
う
数
字
が

空
間
線
量
の
一
つ
の
目
安
と

な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
食

物
に
よ
っ
て
も
体
内
に
放
射

線
が
入
る
。
私
の
試
算
で
は

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
の
ホ
ウ
レ

ン
草
を
１
０
０
グ
ラ
ム
調
理

し
、
食
べ
れ
ば
体
内
に
は
最

大
０
．
１
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
放
射
線
が
入
る
事

に
な
る
。
ま
た
こ
の
数
値
は

調
理
方
法
等
に
よ
っ
て
減
少

す
る
。

　

そ
こ
で
亘
理
町
の
放
射
線

問　

原
発
事
故
前
の
県
内
の

放
射
線
量
は
一
時
間
当
た
り

い
く
ら
か
。

総
務
課
長

問　

私
た
ち
の
線
量
の
許
容

値
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
１

時
間
当
た
り
の
換
算
値
と
、

そ
の
算
出
根
拠
は
何
か
。

総
務
課
長

四
　
宮
　
規
　
彦  

議
員

佐
　
藤
　
ア
　
ヤ  

議
員

問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
促
進
通
知
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
に
つ
い
て
、
本
町
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
人
員
体
制
や
機
能
強

化
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

問　

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

町
長

問　

介
護
保
険
制
度
改
正
に

向
け
た
本
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。24
時
間
対
応

の
定
期
巡
回
、随
時
対
応
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

町
長

問　

地
域
支
援
事
業
の
拠
点

町
長

再
質
問　

防
災
会
議
に
女
性

を
何
人
登
用
す
る
の
か
。

町
長

問　

本
町
で
は
、
25
年
度
ま

で
に
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
図
る
が
、
今
後
は
女
性

の
意
見
も
防
災
体
制
に
反
映

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。
防

災
会
議
へ
の
女
性
参
画
に
つ

い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

今後、積極的に登用

複合的なサービスの提供で対応

女性の声を防災会議に

24時間対応の定期巡回サービスは

24
年
度
か
ら
年
２
回
実
施

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
促
進
は

防災計画の見直しを

調理方法によっても放射線量は変わる

安
心
で
き
る
地
域
と
考
え
て
い
る

亘
理
町
の
空
間
放
射
線
量
は
安
全
か

早期の復旧・復興に努めたい

児童生徒の現況と学校の現地復旧は
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

宮
城
県
内
で
は
、
震
災

関
連
死
の
申
請
が
７
２
１
件

あ
り
、
４
０
９
件
が
認
定
さ

れ
た
。
本
町
で
も
27
件
審
査

し
、
13
件
を
認
定
し
て
い
る

が
、
今
後
1
人
も
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
た
め
に
ど
う
予
防

す
る
の
か
。

町
長

が
、児
童・
生
徒
の
防
災
教
育

に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

町
長

問　

和
歌
山
県
に
語
り
継
が

れ
て
い
る「
稲
む
ら
の
火
」は
、

1
人
の
地
主
が
大
切
な
稲
わ

ら
を
燃
や
し
、全
て
の
町
民

を
高
台
に
避
難
さ
せ
、命
を

救
っ
た
と
い
う
実
話
で
あ
る

問　

大
き
な
地
震
が
来
た
ら

直
ち
に
津
波
を
想
定
し
、
高

台
に
逃
げ
る
こ
と
の
必
要
性

を
広
く
周
知
す
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
。

町
長

問　

三
陸
で
は
「
津
波
て
ん

で
ん
こ
」
を
教
訓
と
し
て
い

る
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

問　

ま
ち
づ
く
り
（
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
）
の
方
向
性
の

早
期
提
示
は
。

町
長

再
質
問　

岩
沼
市
は
石
川
東

京
大
学
院
教
授
に
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
依

頼
し
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
亘

理
町
も
依
頼
し
て
は
。

町
長

問　

自
立
再
建
、
集
団
移
転

住
宅
と
復
興
災
害
公
営
住
宅

の
整
備
は
。

町
長

再
質
問　

土
地
区
画
整
理
は

問　

被
災
者
の
か
さ
上
げ

等
に
対
す
る
町
の
独
自
支

援
は
。

町
長

問　

用
排
水
路
の
排
水
障
害

解
消
は
。

町
長

合
意
形
成
が
問
題
に
な
る
荒

浜
小
学
校
中
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
た
場
合
、
行
政
区

単
位
で
の
ミ
ニ
区
画
整
理
で

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
は
。

町
長

佐
　
藤
　
正
　
司  

議
員

熊
　
田
　
芳
　
子  

議
員

新たなまちづくりデザインを示す

対象区域の合意形成で団地造成

「新生亘理」計画の取り組みは

集団移転の整備は

上
限
１
０
０
万
円
で
助
成

か
さ
上
げ
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援
は

グランドデザインの早期提示を

一次避難場所の確保

震災関連死の予防は

東日本大震災

防
災
計
画
の
中
で
取
り
組
む

教
訓
を
ど
う
活
か
す
の
か

子ども達に徹底した防災教育を
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

吉
田
の
り
ん
ご
農
家
の

方
が
、
果
樹
園
に
電
流
線
を

回
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
進
入
防

止
対
策
を
行
っ
て
い
た
が
、

町
で
は
何
ら
か
の
補
助
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
は
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

問　

農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
の
課
題
は
。

町
長

問　

町
で
は
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
費
が
平
成

19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
合
計
６
６
２
７
万
３
千
円

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事

業
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
っ
た
の
か
。

町
長

都
市
建
設
課
長

問　

整
備
補
助
制
度
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
私
道
を
、

公
道
に
す
る
に
は
ど
の
よ
う

な
条
件
が
必
要
な
の
か
。

問　

長
瀞
浜
新
小
橋
地
区
の

集
落
私
道
の
整
備
は
な
ぜ
遅

れ
て
い
る
の
か
。

町
長

問　

浸
水
区
域
外
の
浄
化
槽

な
ど
、
液
状
化
被
害
に
対
す

る
救
済
策
は
な
い
の
か
。

町
長

問　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
救

済
策
は
。

町
長

渡
　
邉
　
健
　
一  

議
員

小
　
野
　
一
　
雄  

議
員

補助事業・生活再建支援制度の活用で

液状化被害の救済策は

寄
附
申
請
で
対
応

私
道
の
整
備
に
つ
い
て

浄化槽の液状化被害　長瀞字砂取場付近

早急に私道の整備を

農地・水・環境保全対策による環境美化活動

イノシシ対策補助金を

農
家
・
非
農
家
８
万
４
千
人
参
加

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
効
果
は

電気柵の設置費用の２分の１を補助する

りんご農家へイノシシ対策の補助は
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

阿
武
隈
川
の
堤
防
と
県

道
の
測
量
が
始
ま
る
。
用
地

の
買
収
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

だ
が
、
残
地
利
用
、
土
地
整

理
事
業
の
計
画
の
考
え
は
。

町
長

問　

県
道
、
都
市
計
画
道
路

と
荒
浜
地
区
に
２
本
の
避
難

道
路
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
災
害
土

地
区
画
整
理
事
業
を
考
え

て
は
。

町
長

問　

復
興
し
て
も
町
並
み
形

成
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
小
学
校
や
、
払
い
下
げ

が
可
能
な
戸
建
て
災
害
住
宅

を
中
心
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
町
並
み
を
つ
く
っ
て
は
。

町
長

問　

合
意
形
成
が
難
し
い
場

合
の
モ
デ
ル
地
区
。
例
え
ば

３
丁
目
・
４
丁
目
を
指
定
し

て
、
堤
防
、
県
道
が
完
成
予

定
の
平
成
27
年
度
に
は
住
宅

が
建
設
で
き
る
区
画
に
す
る

考
え
は
。

町
長

問　

仮
称
亘
理
町
復
興
対
策

会
議
を
設
け
て
、
都
市
計
画

等
の
専
門
家
を
呼
ん
で
は
。

町
長

問　

吉
田
保
育
所
の

再
建
計
画
位
置（
長

瀞
小
の
隣
り
）
は
、災

害
後
の
居
住
形
態
か

ら
し
て
、生
業
と
し

て
の
地
域
に
な
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

保
護
者
の
送
迎
の
利

便
性
や
子
ど
も
の
安

全・
安
心
、住
居
形
態

の
密
度
等
、今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え

た
場
合
、保
育
所
の

再
建
位
置
を
変
更
し

た
ほ
う
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

町
長

問　

今
回
の
災
害
で
破
壊
さ

れ
た
吉
田
保
育
所・荒
浜
保
育

所
を
再
建
す
る
場
合
、今
後
の

要
保
育
児
童
の
所
在
地
や
保

護
者
の
意
向
、地
域
の
声
を
聴

き
、保
育
所
の
再
建
に
反
映
さ

せ
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長

問　

障
害
者
の
生
活
環
境
の

改
善
と
し
て
、
ケ
ア
ホ
ー

ム
（
協
同
生
活
介
護
）、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
協
同
生
活

援
助
）、
入
所
支
援
施
設
等
、

居
住
系
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

重
点
施
策
と
し
て
推
進
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

問　

町
内
に
は
約
１
５
０
０

人
の
障
が
い
を
持
つ
方
々
が

い
る
。障
が
い
の
程
度
の
差

は
あ
っ
て
も
、生
活
に
不
自
由

を
感
じ
て
い
る
し
、社
会
の

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

今
年
の
施
政
方
針
で
障
害

福
祉
事
業
に
つ
い
て
一
言
も

触
れ
て
い
な
い
の
は
、目
線
が

障
害
者
対
策
に
向
い
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。障
害
者
本

人
も
家
族
も
、自
ら
支
援
や

対
応
に
つ
い
て
言
え
な
い
。

　

町
で
は
障
害
福
祉
計
画
を

作
成
し
て
対
応
す
る
方
針
に

な
っ
て
い
る
が
、
計
画
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
長

鈴
　
木
　
高
　
行  

議
員

島
　
田
　
金
　
一  

議
員

障害福祉計画に基づき対応

目線が障害者に向いていない障
害
者
福
祉

保育所再建

意
向
調
査
を
実
施
し
、判
断

地
域
の
声
を
反
映
す
べ
き
で
は

事
業
者
を
誘
致
し
、生
活
環
境
の
改
善

町
民
と
の
信
頼
関
係
を
重
視

重
点
施
策
に
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
を

早
急
に
土
地
区
画
整
理
事
業
を

小規模授産施設（ほのぼの園）

荒浜の復興モデルは

吉田西児童館に間借りしている吉田保育所

住民の合意形成を優先する

コンパクトシティ構想の考えは
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

再
質
問　

借
り
上
げ
ア
パ
ー

ト
に
入
居
し
て
い
る
方
は
ど

う
す
る
の
か
。

町
長

再
質
問　

借
り
上
げ
ア
パ
ー

ト
入
居
者
に
募
集
掲
載
の
広

報
誌
を
送
付
す
れ
ば
済
む
こ

と
で
は
な
い
か
。

町
長

再
質
問　

当
初
か
ら
地
元
雇

用
２
０
０
人
と
説
明
を
受
け

て
い
る
。
広
報
誌
に
募
集
掲

載
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

問　

環
境
省
か
ら
「
汚
染
状

況
重
点
調
査
地
域
」
の
指
定

を
受
託
し
、
地
方
紙
１
面
に

も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
事
に

よ
り
、
町
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
が
り
、
作

物
の
風
評
被
害
の
リ
ス
ク
も

考
え
ら
れ
る
中
で
、
決
断
し

た
考
え
を
伺
う
。

町
長

問　

ガ
レ
キ
処
理
の
地
元
従

業
員
採
用
の
現
状
は
。

町
民
生
活
課
長

ど
も
た
ち
も
多
く
い
た
し
、

復
興
計
画
の
意
見
を
集
約
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば

防
潮
林
の
苗
を
育
て
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

教
育
長

問　

10
年
間
の
復
興
事
業
の

中
で
、児
童
・
生
徒
の
意
見
、

思
い
を
吸
い
上
げ
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
さ
せ
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

教
育
長

問　

町
長
は
発
表
会
の
挨
拶

の
中
で
「
亘
理
町
の
次
代
を

担
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
青
少
年
と
位
置
づ
け
、
提

言
を
参
考
と
し
て
復
興
計
画

に
反
映
さ
せ
た
い
」
と
言
っ

て
い
る
。
災
害
後
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
子

町
長

問　

東
日
本
大
震
災
で
町
で

は
全
町
民
が
被
災
を
受
け

て
、
全
国
か
ら
は
支
援
物
資

や
義
援
金
が
届
い
た
。
被
害

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
見

舞
金
と
か
支
援
の
品
を
全

世
帯
に
出
し
て
は
ど
う
か

伺
う
。

問　

災
害
時
の
毛
布
や
飲
料

水
等
の
備
蓄
品
を
公
会
堂
や

集
会
所
に
も
配
付
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
備
蓄
品
を
置

く
こ
と
で
防
災
意
識
を
高
め

る
具
体
的
な
取
り
組
み
に
な

る
と
思
う
が
。

町
長

再
質
問　

各
協
議
会
で
独
自

の
活
動
も
行
う
の
か
。

町
長

再
質
問　

予
算
の
確
保
は
。

町
長

再
質
問　

町
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長

問　

現
在
、
５
地
区
に
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ

活
動
を
し
て
い
る
。
町
は
、

ど
ん
な
位
置
付
け
で
支
援
を

行
う
の
か
、
ま
た
将
来
の
構

想
を
伺
う
。

町
長

髙
　
野
　
孝
　
一  

議
員

安
　
藤
　
美
重
子  

議
員

地域の魅力や課題に取り組む

まちづくり協議会の位置付けは

行
政
区
長
と
協
議

亘
理
は
安
全
と
言
え
る
よ
う

広
報
誌
に
掲
載
も
検
討

考
え
て
い
な
い

災
害
時
備
蓄
品
を
公
会
堂
に
も

リ
ス
ク
が
伴
う
決
断
の
訳
は

地
元
雇
用
２
０
０
名
の
募
集
は

地
震
見
舞
金
を
出
し
て
は

吉田西部地区まちづくり協議会事務所吉田浜海岸に整備されたガレキ２次処理場（４月稼働）

直接携わる機会をつくりたい

子どもの目線も必要では復
興
事
業
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

宮
前
仮
設
住
宅
か
ら
吉

田
中
学
校
へ
の
通
学
路
を
拡

張
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

町
長

再
質
問　

吉
田
中
学
校
へ
の

通
学
路
に
白
線
が
引
か
れ
た

た
め
、
自
転
車
路
が
狭
く
な

り
、
危
険
に
な
っ
て
い
る
。

朝
の
時
間
帯
を
一
方
通
行
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長

方
は
理
解
で
き
る
が
、
心
配

な
の
は
風
評
被
害
で
あ
り
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

町
長

問　

放
射
能
対
策
に
つ
い

て
、
亘
理
町
は
県
内
9
番
目

に
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域

に
追
加
指
定
さ
れ
た
。
健
康

を
最
優
先
に
す
る
町
の
考
え

再
質
問　

町
民
は
不
安
と
恐

怖
に
か
ら
れ
て
い
る
。
正
し

い
知
識
を
ど
う
や
っ
て
町
民

に
理
解
さ
せ
て
い
く
の
か
。

町
長

再
質
問　

丸
森
で
は
内
部
被

爆
検
査
を
実
施
し
た
。
亘
理

町
で
も
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

総
務
課
長

鈴
　
木
　
洋
　
子  

議
員

亘理署と協議します

通学路を一方通行に吉
田
中

新設された放射能対策室

通学路の安全確保を

調査報告と町への提言

委 員 会 調 査
総
務
常
任
委
員
会
で
は
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、「
さ
ざ

ん
か
号
」
の
運
行
状
況
や
運
行
時
間
、
停
留
所
の
整
備
等
に

つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

委
員
会
意
見
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
後
、
町
民
の
生
活

交
通
の
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
利
用
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
て
、
朝
・
夕
は
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
亘
理
駅
と
逢
隈

駅
を
中
心
と
し
た
運
行
を
図
る
。
日
中
は
乗
合
自
動
車
の
デ

マ
ン
ド
化
を
図
り
、
効
率
性
の
向
上
に
努
め
る
。

ま
た
、
亘
理
駅
の
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
風
除
室
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
巡
回
経
路
図
を
入
れ
る
等
、
利
用
者
の
目
線

に
沿
っ
た
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
の
調
査
報
告
を
町
に
提
出

し
ま
し
た
。

町
民
乗
合
自
動
車

「
さ
ざ
ん
か
号
」
に
つ
い
て

総　
務

し
ま
し
た
。

亘理駅前乗降車場

今後の亘理について議会を傍聴してみませんか!!

「休日議会開催」のお知らせ

詳しくは、町のホームページで、お知らせします。
亘理町役場議会事務局　ＴＥＬ：0223－34－0506
　　　　　　　　　　　ＵＲＬ：http://www.town.watari.miyagi.jp/

●６月定例会の開催予定日

●開始予定時間（休日議会）

●開催場所

平成24年６月13日（水）～６月18日（月）
※休日議会の一般質問は６月16日（土）、６月17日（日）を予定しています。

午前９時から

亘理町役場西会議室（予定）

風評被害

４
月
に
放
射
能
対
策
室
を
設
置

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

委員会調査
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亘
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ま
げ
で
た
ま
っ
か
�
頑
張

ろ
う
わ
た
り
�
冬
は
必
ず
春

と
な
る
�

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

が
過
ぎ
、
亘
理
町
で
は
多
く

の
方
々
の
励
ま
し
や
、
各
方

面
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

復
旧
・
復
興
へ
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
力
を
合
わ
せ
、「
新
生

亘
理
」
の
再
建
へ
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
嬉
し
い
こ
と
に
、

亘
理
町
の
新
成
人
者
は

４
３
２
名
が
誕
生
し
て
お
り

ま
す
。
町
の
未
来
を
担
う
若

い
力
で
、
本
町
の
復
興
へ
の

活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

�

（
Ｋ
・
Ｓ
）

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長	

渡
邉　

健
一

副
委
員
長	

鈴
木　

邦
昭

委　
　

員	

鈴
木　

洋
子

�

髙
野　

孝
一

�

鈴
木　

高
行

�

四
宮　

規
彦

編
集
後
記

議会に関する詳しい内容は亘理町のホームページからもご覧になれます。

http://www.town.watari.miyagi.jp/
この広報誌は、
米ぬか油を使用した環境
配慮型「ライスインキ」で
印刷しています。

あ
の
悪
夢
か
ら
一
年
が
過

ぎ
て
、
元
通
り
の
生
活
が
未

だ
に
戻
ら
な
い
方
々
に
は

御
心
痛
の
事
と
思
い
ま
す
。

「
絆
」
と
い
う
文
字
が
出
て

こ
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
、
毎

日
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
地
区
の
農
家
関
係

で
組
織
さ
れ
る
実
行
組
合
長

で
す
。
諸
先
輩
の
方
々
が

累
々
と
築
い
て
き
た
こ
の
組

織
も
今
と
な
っ
て
は
各
家
庭

に
お
い
て
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
等
々
で
、
地
区
の
農
業

に
関
係
す
る
諸
行
事
に
参
加

で
き
な
い
組
合
員
も
出
て
き

て
お
り
、
将
来
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

以
前
、
私
は
仕
事
の
関
係

で
家
に
い
な
く
て
、
そ
の
間

家
族
は
地
区
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
大
役
を
要
請
さ
れ
た
と

き
に
、
今
ま
で
の
地
区
に
対

す
る
恩
返
し
と
心
に
決
め
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
復
興
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

と
農
業
の
将
来
は
安
泰
で
は

な
い
で
す
が
、
農
家
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
昔
か
ら
の
仲

間
と
し
て
、
そ
れ
こ
そ「
絆
」

を
深
め
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

浜
吉
田
駅
を
利
用
す
る
学

生
と
し
て
発
言
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

浜
吉
田
駅
の
早
期
復
旧
に

関
し
て
「
代
行
バ
ス
発
着
の

た
め
の
浜
吉
田
駅
前
広
場
の

整
備
」
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
整
備
に
は

と
て
も
時
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
浜
吉
田

駅
前
広
場
整
備
後
も
代
行
バ

ス
を
亘
理
駅
ま
で
走
ら
せ
る

よ
う
に
、
町
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
浜

吉
田
～
亘
理
間
の
バ
ス
運
行

を
委
託
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
形

で
浜
吉
田
駅
が
早
期
復
旧
す

れ
ば
、
代
行
バ
ス
は
国
道
か

ら
そ
れ
て
浜
吉
田
駅
ま
で
来

な
く
て
も
す
み
ま
す
。

山
下
以
南
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
時
間
短
縮
と
な
り
、
浜
吉

田
駅
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

常
磐
線
代
行
バ
ス
利
用
者
に

と
っ
て
も
利
益
な
復
旧
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
常
磐
線
全
線

の
再
開
を
願
い
ま
す
。

羽は

角か
く　

澄す
み

夫お 

さ
ん

（
逢
隈
下
郡
　
59
歳
）

人
と
の
関
り
　
今
む
か
し

苫と

ま

べ

ち

米
地
花か

菜な 

さ
ん

（
浜
吉
田
西
　
18
歳
）

浜
吉
田
駅
早
期
復
旧
に
向
け
て

私 も ひ と こ と

下郡実行組合の方々

浜吉田駅前広場


